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▲倭野川ダム湖

活
力
あ
る

町
の
建
設
に
向
け
て

中
国
電
力
に
お
い
て
、
か
ね
て
か
ら
計
画
の

俣
野
川
発
電
所
建
設
工
事
も
、
地
元
関
係
地
域

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
理
解
あ
る
協
力
を
得
て

昭
和
五
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
本
格
的
な
工
事

に
着
手
以
来
順
調
に
工
事
も
進
み
、
俣
野
川
ダ

ム
の
完
成
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
、

俣
野
川
発
電
所
の
附
帯
的
施
設
と
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
俣
野
川
ダ
ム
発
電
所
（
出
力

二
、
一
〇
〇
㌔
叩
ッ
）
の
運
転
を
開
始
、
こ
れ
に

続
き
い
よ
い
よ
本
年
十
月
か
ら
、
本
体
工
事
の

俣
野
川
発
電
所
第
二
号
機
（
三
〇
万
㌔
叩
ッ
）
の

運
転
が
開
始
さ
れ
、
明
年
十
月
に
は
第
二
号
機

の
運
転
を
予
定
、
三
、
四
号
機
の
運
転
開
始
を

残
し
最
終
的
な
段
階
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
俣
野
川
発
電
所
を
支
え
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
活
力
あ
る
江
府
町
の
建
設

に
向
っ
て
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。
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俣
野
川
揚
水
発
電
所

運
転
開
始
を
迎
え
て

報

予
て
中
国
電
力
当
局
に
お
い
て
建
設
中
の
俣
野
川
揚
水
発
電

所
二
一
〇
万
k
W
の
工
事
も
、
い
よ
い
よ
官
庁
検
査
も
完
了
し
運

転
の
域
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
電
力
当
局
に
と
っ
て

も
、
地
元
江
府
町
に
と
っ
て
も
、
又
地
方
的
に
も
国
家
的
見
地

か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
大
事
業
の
歴
史
的
建
設
の
成
功
と

し
て
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
、
調
査
工
事
の
申
し
入

れ
を
受
け
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
、
本
工
事
申
し
入
れ
、
昭
和

五
十
五
年
三
月
に
着
工
し
て
現
在
に
至
る
実
に
十
四
年
に
わ
た

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
、
特
に
建
設
立
地
に
直
接
す
る
地
域
集
落
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
又
特
に
地
権
者
、
物
権
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
了
解
を
得
て
、
全
町
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
下
に
一
切
の
集
約
を
完
り
着
工
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
今
に
し
て
尚
蘇
え
る
感
激
新
た
を
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

又
工
事
中
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
元
地
区
を
始
め
、
全
町
の

ご
協
力
で
建
設
工
事
も
極
め
て
順
調
に
進
渉
し
、
完
工
を
見
た

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
皆
さ
ま
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

然
か
し
乍
ら
、
そ
の
間
中
国
電
力
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

当
初
の
地
元
交
渉
か
ら
買
収
交
渉
、
そ
し
て
建
設
工
事
施
工
を

通
じ
て
終
始
誠
実
を
以
っ
て
貫
か
れ
、
た
め
に
地
元
の
厚
い
信

頼
と
期
待
の
中
に
完
工
を
見
た
こ
と
は
、
中
国
電
力
当
局
の
誠

実
に
よ
る
処
で
あ
り
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
本
町
地
内
に
、
こ
の
大
発
電
所
建
設
の
意
義
す
る
も
の

は
当
然
今
後
に
お
け
る
社
会
的
、
経
済
的
発
展
の
上
に
大
い
在

る
役
割
を
果
た
す
も
の
と
確
信
す
る
処
で
あ
り
ま
す
が
、
更
に

別
の
観
点
か
ら
、
こ
の
発
電
所
の
建
設
に
伴
い
俣
野
川
水
系
の

水
資
源
は
永
久
に
水
利
権
と
し
て
確
立
し
、
一
、
〇
〇
〇
万
屯

の
水
が
常
時
貯
留
さ
れ
、
然
か
も
地
元
に
於
て
永
久
に
流
れ
次

ぐ
俣
野
川
の
清
流
と
と
も
に
無
限
に
開
発
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う

こ
と
は
、
水
こ
そ
最
高
の
人
間
の
生
き
る
自
然
条
件
で
あ
り
、

こ
の
地
元
に
住
む
吾
人
及
子
孫
に
と
っ
て
極
め
て
深
く
遠
大
の

意
味
を
持
つ
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

現
代
科
学
と
近
代
技
術
を
つ
く
し
た
巨
大
を
る
開
発
施
設
た

る
俣
野
川
揚
水
発
電
所
と
、
俣
野
川
の
清
流
と
緑
の
山
の
大
自

然
と
、
そ
し
て
こ
の
地
に
住
む
里
人
達
の
人
生
が
永
遠
に
揮
然

と
し
て
吻
合
し
、
末
永
く
生
々
発
展
を
遂
げ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う

こ
と
を
念
じ
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
有
艶
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
　
中
秋

江
府
町
長
　
井
　
上
　
健
　
治

昏
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揚
水
発
電
出
力
二
一
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

西
日
本
で
最
大
級
の
規
模

俣野川発電所の概要

俣
野
川
発
電
所
は
、
岡
山
県
真
庭
郡
新

庄
村
地
内
、
旭
川
水
系
土
用
川
の
最
上
流

部
に
、
ダ
ム
高
八
六
・
七
米
、
ダ
ム
項
長

四
八
〇
米
、
ダ
ム
項
幅
一
〇
米
の
中
央
コ

ア
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ダ
ム
に
よ
る
上
部

池
を
設
け
る
と
と
も
に
、
日
野
川
水
系
俣

野
川
の
下
流
部
（
武
庫
部
落
の
上
流
）
に
、

ダ
ム
高
六
九
二
二
米
、
ダ
ム
項
長
一
八
五

米
、
ダ
ム
項
幅
五
米
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
に
よ
る
下
部
池
を
設
け
、
こ
の

間
約
五
〇
〇
米
の
落
差
と
毎
秒
三
〇
〇
が

（
ノ
）
の
水
を
利
用
し
て
、
最
大
出
力
一

二
〇
万
加
（
三
〇
万
加
×
四
台
）
の
発
電

を
行
う
純
揚
水
式
の
発
電
所
で
、
総
工
費

は
約
一
六
二
〇
億
円
の
見
込
み
で
す
。

現
在
わ
が
国
で
運
転
中
又
は
工
事
中
の

揚
水
式
発
電
所
は
四
二
箇
所
あ
り
ま
す
が
、

一
二
〇
万
加
以
上
は
六
箇
所
で
、
俣
野
川

発
電
所
が
完
成
し
ま
す
と
、
西
日
本
を
は

じ
め
わ
が
国
で
も
最
大
級
の
規
模
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
俣
野
川
ダ
ム
か
ら
の
常
時
放
流

水
を
有
効
利
用
す
る
た
め
ダ
ム
下
流
に
俣

野
川
ダ
ム
発
電
所
（
二
、
一
〇
〇
加
）
を

建
設
し
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
か
ら
運

転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

土用ダム断面図
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土用ダム（上弛ダム）は、ダムの中心部に水を通

さないコア（粘度質の土）部を設け、これをはさん

で前後に大量のロック（岩石）を積上げ、その重み

によって水の圧力を支えるように造られます。

この種類のダムを「中央コア型ロックフィールダ

ムといいます。

よ
．
罵
準
霊
芝

40m

Soumu
四角形

Soumu
楕円



江　　府 町　報　　　昭和61年10月31日発行－特集号

俣野川ダム断面図

俣野川ダム（下地ダム）は、コン

クリートでつくったダム自体の重さ

によって水の圧力を支えるように造

られます。

この種類のダムを「コンクリート

重力ダム」といいます。

水路縦断面図

俣野川調整池

満水位標高246

放水路1，050m（平均）

放水口
83m

ドラフトトンネル94m

（
密
計
）

烏
等
．
t
武
脚
出
棺
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地
下
に
発
電
所
を
建
設

報町府江

発
電
所
は
、
池
ノ
内
部
落
か
ら
約

一
、
〇
〇
〇
米
下
流
の
、
入
口
か
ら

約
一
、
三
〇
〇
米
の
山
中
（
地
下
）

に
、
幅
二
二
・
五
米
、
長
さ
一
五
三
・

五
米
、
高
さ
四
二
・
四
米
（
鳥
取
県

庁
本
館
の
約
二
・
七
倍
）
の
も
の
を

設
け
、
出
力
一
基
三
〇
万
加
の
発
電

機
四
基
を
設
け
て
発
電
す
る
も
の
で

す
。水
路
は
、
上
部
池
か
ら
サ
ー
ジ
タ

ン
ク
ま
で
の
導
水
路
延
長
一
条
約
三
、

三
五
五
米
、
発
電
所
か
ら
下
部
池
ま

で
の
放
水
路
延
長
二
条
約
一
、
〇
五

〇
米
と
な
っ
て
い
ま
す
。

揚　　水（夜間）

サーシタンク

1．土用ダムおよび俣野川ダム

ム 名 単 位 土 用 ダ ム 俣 野 川 ダム

ダ ム　 位　 置 岡 山県 真 庭 郡 鳥 取 県 日野都
新庄 村 字 土 用 江 府 町 字 俣野

流 域　 面　 積 kd 1 ．8 48 ．9

設 計 洪 水 位 m 77 6 ．4 2 47 ．8

満　 水　 位 m 77 5 ，4 2 46 ．4

最 低　 水　 位 m 740 ．5 2 18 ．0

利　 用　 水　 深 m 34 ．9 ■　28 ．4

湛 水　 面　 積 kd 0 ．3 0 ．4 1

総 貯 水 容 量 d 7 ．68 0 ．00 0 7 ．9 40 ．0 00

有 効 貯 水 容 量 d 6 ，70 0 ．00 0 6 ．700 ．0 00

2．使用水量および発電力

落差 基 準 落 差 時 最 大 落 差 時 最 小 落 差 時

項目 （基準揚程時） （最大揚程時）（最小揚程時）

覧 用水水 か 鵡 ） 30 0 ．0 27 2 ．0 2 91 ．0

（19 8 ．0） （170 ．0 ） （2 20 ．0）

覧 護 憲 （m ） 52 3 ．4 5 57 ．4 4 94 ．1
（52 3 ．4） （5 57 ．4） （4 94 ．1）

覧 効揚落 諾 ＿（m ） 48 9 ．0 5 29 ．1 4 61 ．7

（5 38 ．8） （5 68 ．8） （5 13 ．4）

誅 ン見 入か W ） 1．20 0 ，000 1 ，20 0 ．00 0 1 ．088 ．0 00
（1．19 6 ，000 ） （1 ．0 96 ，00 0） （1 ，26 4 ．0 00 ）

純
揚
水
発
電
所
の
し
く
み

地下発電所の横断面図

揚
水
式
発
電
所
は
、
一

度
貯
水
し
た
水
を
、
上
部

池
、
下
部
池
間
で
繰
り
返

し
利
用
し
て
発
電
す
る
も

の
で
、
消
費
電
力
の
少
を

い
深
夜
の
時
間
帯
に
上
部

池
に
上
げ
、
消
費
電
力
の

多
い
昼
間
に
発
電
す
る
も

の
で
す
。

有
効
貯
水
容
量
は
、
六

七
〇
方
正
（
ト
ン
）
利
用
水

深
は
、
下
部
池
で
約
二
八

四
米
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

3．主要構造物
土用ダムおよび俣野川ダム

名称　　　　 ム名 単 位 土 用 ダム （上 部 調 整 池） 俣 野 川 ダム （下 部 調 整 池 ）

型　　　　　　 式 中央 コ ア型 フ ィル ダム コ ン ク リー ト重 力 ダム

高　　　　　　 さ m 8 6 ．7 6 9 ．3

ダ　 ム　 頂　 長 m 48 0 ．0 18 5 ．0

ダ　 ム　 項　 巾 m 10 ．0 5 ．0

ダ ム　 頂 標 高
m 77 8 ．7 2 50 ．0

ダ　 ム　 体　 積 d 2 ，6 50 ，00 0 164 ．60 0

上 流 側 1 2 ．6 鉛　　 直

の り勾配 下流側 1 2 ．2 1：0 ．85

洪

水

吐

型　　　 式 自 由越 流 型 シュ ー ト式 越流 、オリフイス併 用・堀体流 下式

延　　　　 長 m 5 15 ．0 1 56 ．97

設 計 洪 水量 ll〝 S 8 0 1 ，10 0

争

●
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⑳
虞

現
在
に
至
る
ま
で
の
経
過

俣
野
川
発
電
所
建
設
工
事
も
、
地
元
関
係
地
域
を
は
じ
め
関

係
機
関
の
理
解
あ
る
協
力
を
得
て
順
調
に
進
め
ら
れ
、
い
よ
い

よ
運
転
が
開
始
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
八

年
八
月
地
点
の
調
査
か
ら
今
日
ま
で
住
民
の
皆
様
方
と
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
経
過
を
ふ
り
返
り
、
ご
理
解
を
得
る
た
め
そ

の
概
要
を
お
届
け
し
ま
す
。

俣
野
川
地
点
を

候
補
地
に

▲江府町長経由で知事に提出された開発予定地点の地質
調査工事のための開発事業計画（抜すい）

ト
通
産
省
政
務
次
官
　
（
中
央
）
　
の
現
地
状
況
視
察

中
国
電
力
株
式
会
社
で
は
、
増
大

す
る
電
力
需
給
に
備
え
る
た
め
大
規

模
開
発
の
計
画
が
樹
て
ら
れ
、
俣
野

川
地
点
を
候
補
地
と
し
て
昭
和
四
十

八
年
八
月
県
知
事
と
江
府
町
長
に
対

し
地
質
調
査
工
事
の
申
し
入
れ
が
な

さ
れ
、
町
は
、
町
長
を
中
心
に
町
将

来
の
町
益
、
地
域
の
経
済
的
発
展
を

基
調
と
し
て
検
討
、
町
長
は
、
〝
大
型

発
電
構
想
の
地
元
引
受
け
は
行
政
上

の
大
き
な
問
題
で
あ
り
又
住
民
生
活

に
直
結
す
る
問
題
で
も
あ
る
が
、
本
工

事
可
能
と
な
っ
た
上
で
町
民
の
前
に

報
告
し
、
町
民
の
選
択
を
経
て
決
定

す
る
こ
と
で
、
調
査
の
段
階
で
賛
否

を
行
使
す
る
段
階
で
は
な
い
″
と
し

て
、
試
掘
地
点
で
あ
る
池
の
内
、
武

庫
両
部
落
に
対
し
申
し
入
れ
を
伝
え

協
力
を
要
請
、
両
部
落
と
土
地
関
係

者
、
町
議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
の

理
解
あ
る
協
力
を
得
て
調
査
工
事
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
工
事
は
順
調
に
進
行
し
た
が
、

発
電
所
建
設
予
定
地
点
の
武
門
机
に

お
い
て
、
当
初
計
画
の
八
五
〇
米
試

掘
で
建
設
可
能
な
岩
質
に
到
達
出
来

ず
、
計
画
を
変
更
し
て
追
加
工
事
を

行
い
、
適
質
岩
層
に
至
る
ま
で
の
一
、

三
一
五
米
ま
で
試
掘
を
行
っ
て
確
証

を
得
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
、
約
三

か
年
間
、
総
工
費
約
五
億
五
千
万
円

を
費
し
調
査
工
事
を
終
え
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
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地
下
発
電
所
の
建
設
可
能

岩
層
調
査
結
果
で

建
設
申
し
入
れ

n
R
童
「

丁田府

地
質
調
査
工
事
の
結
果
、
発
電
所

の
建
設
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
か
ら
、

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
五
日
町
に

対
し
正
式
に
建
設
の
申
し
入
れ
が
な

さ
れ
、
引
き
続
い
て
計
画
地
点
の
立

入
調
査
測
量
と
国
の
基
本
計
画
に
組

み
入
れ
る
ペ
く
電
源
開
発
調
整
審
議

会
へ
の
出
願
手
続
き
に
つ
い
て
要

請
を
受
け
、
町
は
早
速
、
七
月
三
十

一
日
試
掘
工
事
を
通
じ
て
直
接
関
係

の
深
か
っ
た
武
庫
、
大
字
俣
野
両
地

区
に
、
町
長
を
は
じ
め
町
関
係
者
と

中
電
首
脳
を
同
道
し
て
出
向
き
、
申

し
入
れ
の
経
過
報
告
と
全
体
構
想
を

説
明
し
て
立
地
の
た
め
の
検
討
を
要

請
し
、
更
に
、
八
月
三
日
に
は
、
町

議
会
の
全
員
協
議
会
に
対
し
て
も
同

様
の
説
明
を
行
い
、
引
き
続
き
八
月

九
日
に
は
、
関
係
地
区
区
長
会
を
開

い
て
計
画
の
詳
細
な
説
明
を
行
う
と

共
に
、
地
元
住
民
か
ら
の
互
選
に
よ

る
研
究
委
員
会
を
設
置
し
、
地
元
全

住
民
に
代
っ
て
、
揚
水
発
電
を
引
き

受
け
る
こ
と
の
功
罪
を
研
究
し
、
又

問
題
点
、
対
策
事
項
な
ど
に
つ
い
て

住
民
に
報
告
し
、
或
は
部
落
会
議
の

委
託
に
よ
っ
て
研
究
調
査
を
行
い
報

告
す
る
性
格
の
会
議
設
置
を
要
請
、

機
会
あ
る
ご
と
に
関
係
地
域
と
の
対

策
会
議
を
持
つ
一
方
、
町
議
会
に
対

し
て
も
特
別
委
員
会
の
設
置
を
要
請
、

十
二
月
二
十
日
町
議
会
に
俣
野
川
発

電
所
建
設
計
画
調
査
特
別
委
員
会

（
委
員
構
成
七
名
）
が
設
置
さ
れ
、
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・
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／

●
一
㌔
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・
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＼
▲町長の考察（第1集）

i工

昭和52年7月25日

江府町長

井上　健治殿
中国電力株式会社

取締役社長　山根寛作

俣野川揚水発電所の建設について

拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び

申し上げます。

当社事業の運営につきましては平素から格

別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、当社は将来の電力需要に対応するた

め管内各地に電源開発を進めておりますが、

昭和50年代後半の主要を電源として俣野地点

に純揚水発電所を建設いたしたい所存でござ

います。

両県にまたがるこの俣野地点の計画につき

ましては、昭和48年秋以来地元の方々のご協

力をいただいて現地調査、測量を実施しまし

た結果、このたび別紙のとおり構想をまとめ、

これの早期実現を期したいと考えております0

ついては、当社といたしましては、関係機

関、土地所有者等ご関係の方々と十分ご協議

申し上げ、一日も早く建設に着手できるよう

取り運びたい所存でございますので、何卒ぞ

よろしくお願い申し上げます。　　　敬具

▲中国電力㈱社長からの
建設申し入れ文書

本
格
的
に
検
討
を
開
始
す
る
と
こ
ろ

と
そ
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
長
は
、
「
安
全
性
が
確

認
さ
れ
、
住
民
の
了
解
が
得
ら
れ
る

ま
で
は
着
手
し
な
い
」
こ
と
を
国
、

中
国
電
力
に
対
し
て
強
く
主
張
す
る

と
と
も
に
、
小
冊
子
「
俣
野
川
揚
水

発
電
計
画
に
対
す
る
対
応
と
考
察
」

を
執
筆
配
布
し
、
関
係
全
地
域
に
出

向
き
部
落
会
議
を
通
じ
て
所
見
を
明

ら
か
に
す
る
を
ど
、
積
極
的
に
理
解

と
協
力
を
得
る
べ
く
懇
請
し
、
地
元

地
域
に
お
い
て
も
自
主
的
対
策
会
議

を
開
き
又
先
進
地
の
発
電
事
業
視
察

を
行
う
を
ど
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
研
究
調
査
を
続
け
ま
し
た
。

◎

一主な経過－

4
8
・
8
中
国
電
力
か
ら
町
に

対
し
俣
野
川
地
点
発
電
計
画

に
つ
き
、
調
査
工
事
及
び
地

形
測
量
申
し
入
れ

4
8
・
1
0
地
元
了
承
に
よ
り
地

形
測
量
の
実
施

4
9
・
6
・
1
8
県
知
事
の
開
発
事
業

許
可
に
よ
り
試
掘
工
事
着
手

中
国
電
力
と
開
発
協
定
締
結

50
・
1
・
2
4
ダ
ム
サ
イ
ド
地
点
の

破
壊
調
査
及
び
測
量
の
了
承

に
よ
り
調
査
工
事
着
手

50
・
5
・
7
地
質
調
査
工
事
計
画

変
更
手
続
き
に
よ
り
、
試
掘

坑
調
査
追
加
工
事
着
手

5
1
・
8
・
3
1
試
掘
工
事
終
了

5
2
・
7
・
2
5
中
国
電
力
か
ら
俣
野

川
発
電
所
建
設
計
画
の
正
式

申
し
入
れ

5
2
・
9
・
2
7
中
国
電
力
か
ら
計
画

地
点
立
入
調
査
測
量
と
電
源

開
発
調
整
審
議
会
へ
の
手
続

に
つ
き
申
し
入
れ

5
2
・
1

0
・
3
1
京
都
大
学
防
災
研
究
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学術調査で

」　　安全を確認

発江企第89号
昭和52年10月31日

京都大学防災研究所長殿
鳥取県日野郡i工府町長

井上健音台
ダム建設に伴う学術調査に
ついて（お願い）
このたび中国電力株式会社に
おいて、当町俣野地域に揚水発
電所建設計画が本格化し、当町
に対し正式に建設計画の申し入
れがあったことに対し、町にお
いてこれに対処すべく地元周辺
地域に対する説明と、地元にお
ける対策協議会の設置を要請し
種々検討をしている現状であり
ます。
この課程におきまして、地元
対策協言義会からの要望もあり、
ダムの建設計画について広く学
術的解明を求めこれに対処いた
したい所存であります。
つきしすては、公務ご多端の
折誠に恐縮に存じますが、学術
調査のご依頼を申し上げたく、
趣意ご考察いただき、よろしく
ご了承ご配意賜りますようお疎
い申し上げます。

▲計画地点学術調査依頼文書

▲井上町長、自ら岩層確認

江　　府　　町　　報

こ
の
間
町
長
は
、
住
民
の
不
安
と

す
る
ダ
ム
構
造
上
の
安
全
性
、
自
然

環
境
へ
の
影
響
そ
の
他
の
問
題
に
つ

い
て
、
住
民
の
不
安
に
対
処
し
学
問

的
な
解
明
を
図
る
た
め
、
決
断
を
以

っ
て
昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
一
日

京
都
大
学
防
災
研
究
所
に
対
し
計
画

ト
京
大
防
災
研
究
所
芦
田
教
授

の
学
術
調
査
報
告
会

日
輪
闇
で

∴一・一・・・・
▲俣野川地点
学術調査報告書

地
点
の
学
術
調
査
（
責
任
者
　
工
学

博
士
　
芦
田
和
男
教
授
ほ
か
四
教
授
）

を
要
請
、
調
査
団
に
よ
り
、
十
数
回

に
わ
た
る
専
門
分
野
で
の
現
地
確
認

踏
査
を
行
い
、
分
析
の
結
果
「
自
然

へ
の
影
響
は
少
な
く
、
安
全
性
は
高

い
」
と
の
報
告
を
得
て
関
係
全
地
区

に
報
告
書
を
届
け
、
地
元
地
域
の
理

解
を
得
る
べ
く
関
係
地
域
に
対
し
て

説
明
会
を
開
き
話
し
合
い
を
重
ね
、

地
元
地
域
に
お
い
て
も
「
計
画
に
伴

う
埋
没
土
地
や
付
替
県
道
ル
ー
ト
な

ど
具
体
的
設
計
案
に
よ
っ
て
検
討
す

る
こ
と
が
よ
い
の
で
は
」
　
と
し
て

「
電
源
開
発
調
整
審
議
会
へ
の
出
席

手
続
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
」
こ

と
を
条
件
に
、
昭
和
五
十
三
年
七
月

設
計
案
作
成
の
た
め
の
計
画
地
点
立

入
調
査
測
量
の
関
係
全
地
区
同
意
が

な
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

所
に
対
し
、
計
画
地
点
学
術

調
査
を
依
頼

調
査
団
　
工
学
博
士

芦
田
和
男
教
授
外
四
名

5
2
・
1
1
・
2
8
中
国
電
力
の
俣
野
川

発
電
所
環
境
調
査
書
の
縦
覧

開
始
52
・
1
2
・
2
0
町
議
会
に
俣
野
川
発

電
計
画
調
査
特
別
委
員
会
設

置5
3
・
5
・
2
0
学
術
調
査
完
了

5
3
・
7
・
1
0
立
入
調
査
測
量
の
関

係
全
地
区
同
意

5
3
・
7
・
2
6
中
電
に
対
し
、
立
入

調
査
測
量
に
対
す
る
同
意
に

つ
き
文
書
回
答

実
施
に
対
す
る
条
件
提
示
十

二
項
目

5
3
・
8
i
中
賃
電
力
に
お
い
て
、

立
入
調
査
測
量
の
開
始

5
3
・
9
・
3
0
議
会
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
電
調
審
手
続
き
に

つ
き
了
承
決
議

甲
1
0
・
9
電
源
開
発
調
整
審
議

会
へ
の
手
続
き
に
つ
き
、
関

係
全
地
区
了
承

53
・
1
0
・
2
0
県
知
事
か
ら
の
俣
野

川
発
電
計
画
に
対
す
る
照
会

に
つ
い
て
報
告

5
3
・
1
0
・
2
6
右
手
続
き
に
つ
き
、

県
知
事
を
通
じ
経
済
企
画
庁

総
合
計
画
局
長
に
対
し
意
見

具
申
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受企第57号
昭和53年10月18日

江府町長　井上健治殿
鳥取県知事　平林鴻三

中国電力株式会社候野発電
所計画について　　（照会）

俣野発電所計画につきましては、昭和52年
7月25日中匡l電力株式会社から建設申し入れ
があってから今日まで・、貴職におかれては、
住民の御理解と御協力を得るため特段の御尽
力を賜りましたことに対し深く敬意を表する
ところであります。
地元住民の最近の状況及び貴職の御意見に
つきましては、さきの企画部長照合の回答に
より伺ったところでありますが、このたび別
添写しのとおり経済企画庁総合計画局長から
知事の意見を求めてまいりました。
ついては、このことについて改めて貴職の
御意見を伺いたいと思いますので、来る10月
21日までに御回答下さい。

受江企第75号
昭和53年10月20日

鳥取県知事　平林鴻三殿
江府町長　井上健治

中国電力株式会社俣野
川揚水発電音†画に対す
る照会について（報告）

昭和53年10月18日付受企第57号を以ってご照
会のありました標記の件につき、次のとおり
ご報告申し上げます。

記

俣野川揚水発電計画につきましては、昭和
52年7月中国電力株式会社から立地申し入れ
以来、関係地元部落住民の意志を尊重するこ
とを基調として、地元住民の理解と協力を懇
請しておりましたところ、本年7月立入調査
測量の全地区了解を得、更に、10月9日に至
り電飼育についても全地区了解を得ましたの
で、この地元情勢を踏まえ、本計画について
近く開催が予定されている第76回電源開発調
整審謙会の議を経て、昭和53年度電源開発基
本計画に新規に組み入れることについての意
見照会をうけましたことにつきましては、小
職といたしましては、前記の地元情勢からし
て異召集はないものと判断をいたしますのでご
了承の上、知事殿におかれまして然るべくご
］昔置賜りますようお願い申し上げます。

▲電源開発基本計画組み入れに対する意見具申

5
3
・
10

電
調
審
で
地
点
決
定

一
方
、
国
の
電
源
開
発
基
本
計
画

に
組
み
入
れ
る
べ
き
電
源
開
発
調
整

審
議
会
へ
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

地
元
地
域
の
「
こ
の
手
続
き
を
了
承

す
れ
ば
本
工
事
着
工
に
至
る
の
で
は
」

と
の
心
配
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
町

長
は
、
小
冊
子
琴
一
集
「
電
調
審
に

つ
い
て
」
を
執
筆
配
布
し
、
手
続
き

の
性
格
に
つ
い
て
関
係
地
域
に
対
し

説
明
会
を
開
き
、
行
政
の
責
任
者
と

し
て
の
考
え
を
伝
え
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
施

行
さ
れ
た
電
源
立
地
周
辺
地
域
の
環

境
整
備
を
目
的
と
す
る
発
電
用
施
設

周
辺
地
域
整
備
法
に
よ
る
交
付
金
制

度
の
改
善
が
な
さ
れ
て
、
昭
和
五
十

三
年
度
中
の
着
工
又
は
昭
和
五
十
三

年
度
に
電
源
開
発
調
整
審
議
会
で
決

定
さ
れ
昭
和
五
十
四
年
度
中
の
着
工

地
点
に
つ
い
て
交
付
金
の
倍
額
交
付

の
特
別
措
置
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
「
電
源
立
地
が
絶
対
反
対
で
な

寧

く
、
条
件
で
あ
る
な
ら
ば
、
整
備
法

に
基
づ
く
交
付
金
の
倍
額
交
付
の
権

利
を
得
る
こ
と
が
、
将
来
の
地
域
振

興
の
た
め
に
も
得
策
で
は
な
い
か
」

と
の
意
向
を
示
し
地
元
地
域
の
理
解

を
得
る
ペ
く
懇
請
、
同
年
十
月
初
旬

に
至
り
、
電
源
開
発
調
整
審
議
会
へ

■
【
川
■
オ
●
；
－
♪
▲

t
　
■
　
書
　
に
　
つ
　
い
　
て

ト
町
長
の
考
察
（
第
二
集
）

の
手
続
き
に
つ
い
て
関
係
全
地
域
の

了
解
が
得
ら
れ
、
知
事
を
通
じ
て
そ

の
手
続
き
を
進
め
、
十
月
三
十
一
日

開
会
の
第
七
十
六
回
電
源
開
発
調
整

審
議
会
に
お
い
て
、
国
の
基
本
計
画

組
み
入
れ
を
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

在
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
中
国
電
力
の
現
地
当

局
は
、
直
ち
に
実
地
調
査
測
量
を
進

め
、
設
計
案
の
作
成
を
急
ぎ
、
翌
五

十
四
年
一
月
設
計
案
の
提
出
を
得
て
、

関
係
地
域
に
対
し
こ
れ
を
提
示
し
、

設
計
案
の
了
承
方
と
昭
和
五
十
四
年

度
中
の
着
工
を
目
途
と
し
て
具
体
的

条
件
交
渉
開
始
の
要
請
を
し
、
こ
れ

を
受
け
て
関
係
地
域
に
お
い
て
具
体

的
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

◎

5
3
・
1
0
・
3
1
第
七
六
回
電
源
開
発

調
整
審
議
会
で
、
昭
和
五
十

三
年
度
電
源
開
発
基
本
計
画

に
組
み
入
れ
決
定

5
3
・
1
1
・
2
0
官
報
に
よ
り
地
点
公

表5
3
・
1
2
・
1
9
国
の
基
本
計
画
地
点

と
し
て
確
定

5
4
・
1
・
1
9
中
国
電
力
か
ら
設
計

案
受
理
、
即
日
設
計
案
の
地

元
提
示

5
4
・
2
・
2
京
都
大
学
防
災
研
究

所
に
対
し
、
学
術
調
査
の
補

完
調
査
依
頼

5
4
・
3
・
2
5
右
補
完
調
査
完
了
に

よ
り
意
見
書
受
領

5
4
・
3
・
1
7
発
電
用
施
設
周
辺
地

域
整
備
法
に
基
づ
く
地
点
指

定5
4
・
9
・
2
0
中
電
俣
野
川
水
力
準

備
事
務
所
を
俣
野
川
発
電
所

建
設
所
に
昇
格
改
称
さ
る
。

5
4
・
1

2
・
2
6
設
計
案
に
つ
き
関
係

全
地
区
了
承

中
国
電
力
に
お
い
て
、
保
安

林
解
除
等
法
手
続
開
始

5
5
i
・
2
9
中
国
電
力
と
開
発
協

定
締
結

5
5
・
3
中
国
電
力
か
ら
土
地

補
償
条
件
等
の
地
元
提
示

5
5
・
3
・
2
9
俣
野
川
発
電
所
建
設

に
か
か
る
基
本
同
意
の
地
元

集
約
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55・3　電気事業法による工事認可

交付金の倍額交付特例の権利を得る

今

替
県
道
ル
ー
ト
を
ど
一
部
の
問
題
を

残
し
大
筋
で
地
元
了
解
が
得
ら
れ
る

に
至
り
、
翌
五
十
五
年
一
月
、
町
は

中
国
電
力
と
開
発
協
定
を
締
結
し
、

中
国
電
力
の
現
地
当
局
は
、
保
安
林

解
除
手
続
、
農
撮
法
手
続
な
ど
計
画

に
基
づ
く
関
係
法
手
続
き
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
土
地
買
収
価
格
、
補

償
条
件
に
つ
い
て
地
元
に
対
し
て
基

準
捷
示
を
行
い
具
体
的
話
し
合
い
に

入
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
度
末
の
三
月
に
至
る

も
補
償
条
件
交
渉
の
妥
結
と
を
ら
ず
、

短
時
日
で
解
決
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
は
、
発
電
用
施
設
周
辺
地
域

整
備
法
に
基
づ
く
交
付
金
の
特
例
交

付
の
権
利
を
得
る
こ
と
を
目
途
に
、

昭
和
五
十
四
年
度
の
着
工
認
可
を
受

け
る
た
め
の
電
気
事
業
法
の
規
定
に

基
づ
く
工
事
認
可
申
請
手
続
き
の
了

確　約　書

俣野川発電所の建設について

は、その法手続（河J汁法・森林

法・農業撮興地域の整備に関す

る法律等）に必要な地元同意を

いただいても、その個所の権利

者の同意が得られない限り、そ

の個所の着工はいたしません。

昭和54年12月5日

広島市小町4番33号

中国電力株式会社

取締役社長　山根寛作

鳥取県日野郡江府町

町長　井上健治殿

▲着工にかかる確約書

承
方
に
つ
い
て
、
町
議
会
の
了
承
を

得
る
と
と
も
に
関
係
地
域
に
対
し
て

要
請
し
地
元
地
域
の
理
解
を
得
「
工

事
の
開
始
は
、
建
設
に
必
要
な
用
地

そ
の
他
諸
条
件
に
つ
い
て
円
満
妥
結

の
後
で
な
け
れ
ば
着
手
し
得
な
い
」

こ
と
を
条
件
と
し
、
三
月
二
十
九
日

設
計
案
協
議
の
過
程
に
お
い
て
、

地
元
関
係
地
域
か
ら
町
並
び
に
中
国

電
力
に
対
し
て
要
望
諸
条
件
が
提
出

さ
れ
る
に
至
り
、
町
長
は
、
遂
次
文

書
を
以
っ
て
回
答
し
、
中
国
電
力
を

同
行
し
て
関
係
地
域
に
お
け
る
会
議

に
出
席
し
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る

一
方
、
小
冊
子
第
三
集
「
交
渉
に
つ

い
て
」
を
執
筆
配
布
し
て
、
法
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
の
了
承
方
と
一
日

も
早
い
具
体
的
交
渉
開
始
を
強
く
要

請
、
同
年
十
二
月
下
旬
に
至
り
、
付

●

．
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－
－
■
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離

に

つ

い

て

．
三
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■
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▲町長の考察（第3集）

関
係
全
地
区
建
設
に
係
る
基
本
同
意

が
得
ら
れ
、
即
日
県
知
事
を
通
じ
て

国
に
対
し
て
法
手
続
き
を
し
、
同
日

付
を
以
っ
て
昭
和
五
十
四
年
度
着
工

地
点
と
し
て
工
事
認
可
を
得
る
に
至

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
中
国
電
力
の
現
地
当

局
は
、
最
終
段
階
の
細
か
い
譜
に
入

り
、
町
長
は
、
中
国
電
力
と
地
元
関

係
地
権
者
の
調
整
あ
っ
碇
を
精
力
的

に
行
い
、
建
設
申
し
入
れ
か
ら
三
か

年
間
、
こ
の
間
地
元
地
域
と
二
百
数

十
回
に
及
ぶ
会
議
を
重
ね
、
同
年
八

月
初
旬
、
関
係
全
地
区
円
満
妥
結
を

見
る
に
至
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
町

は
、
五
十
五
年
九
月
一
日
付
で
開
発

事
業
実
施
計
画
を
承
認
、
地
権
者
と

の
契
約
、
土
地
関
係
手
続
き
を
残
し

本
格
的
を
工
事
に
着
手
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。

県
知
事
を
通
じ
、
通
商
産
業

大
臣
に
報
告
、
同
日
付
を
以

っ
て
俣
野
川
発
電
所
工
事
計

画
認
可

5
5
・
8
・
1
2
土
地
補
償
条
件
に
つ

き
、
関
係
全
地
区
妥
結

5
5
・
9
・
1
開
発
事
業
実
施
計
画

に
つ
い
て
承
認

－
⊥
ヰ
格
的
な
工
事
に
着
手
－

5
6
・
1
・
2
1
俣
野
川
発
電
所
の
建

設
並
び
に
運
営
に
伴
う
協
力

料
に
つ
い
て
、
町
と
中
国
電

力
と
の
間
に
協
定
締
結

5
6
・
9
・
1
0
ダ
ム
建
設
地
点
の
仮

排
水
路
完
成

5
6
・
1
1
・
2
6
水
没
す
る
県
道
（
上

徳
山
俣
野
江
府
線
）
の
付
替

工
事
完
成

・
－
－
通
行
開
始
－

56
・
1
2
・
2
5
中
国
電
力
か
ら
俣
野

川
ダ
ム
発
電
所
の
建
設
に
つ

い
て
申
し
入
れ

5
7
・
1
・
1
4
右
に
つ
き
、
譲
合
並
び

肝
に
関
係
全
地
区
妄

5
7
・
3
・
1
5
俣
野
川
ダ
ム
発
電
所

の
電
源
開
発
調
整
審
議
会
へ

の
附
議
に
つ
き
、
県
知
事
を

通
じ
経
済
企
画
庁
総
合
計
画

局
長
に
対
し
意
見
具
申

5
7
・
3
・
2
6
第
八
十
七
回
電
源
開

発
調
整
審
議
会
で
、
昭
和
五

十
六
年
度
電
源
開
発
基
本
計

画
に
組
み
入
れ
決
定
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56・1

協力料で協定締結

地域環境の整備充実を図る

昭
和
五
十
五
年
九
月
、
俣
野
川
発

電
所
の
本
格
的
着
工
に
至
り
、
町
長

は
、
発
電
所
建
設
、
運
営
に
か
か
る

協
力
料
の
問
題
に
つ
い
て
、
他
地
点

に
お
け
る
補
償
の
状
況
、
関
係
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
、
中
国
電
力
山
根

社
長
と
折
衝
、
九
月
下
旬
に
至
り
中

国
電
力
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。そ
の
内
容
は
、
補
償
額
を
十
億
七

千
万
円
と
し
、
町
の
公
共
事
業
に
対

す
る
現
物
、
労
力
的
補
償
と
し
て
一

億
三
千
万
円
で
了
承
方
の
申
し
入
れ

が
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
は
、
あ

く
ま
で
「
協
力
料
は
一
括
交
付
さ
れ

た
い
」
と
し
て
、
再
三
に
わ
た
る
話

し
合
い
に
よ
り
中
国
電
力
も
こ
れ
を

了
承
す
る
と
こ
ろ
と
在
り
、
総
額
十

二
億
円
を
補
償
す
る
こ
と
で
妥
結
を

見
る
に
至
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
長
は
、
中
電
と
の
折
衡

の
か
た
わ
ら
、
地
元
関
係
地
域
代
表

者
と
こ
れ
の
処
分
に
つ
い
て
二
十
数

回
に
わ
た
り
、
時
に
夜
を
徹
す
る
こ

と
数
回
に
及
ぶ
話
し
合
い
を
続
け
、

補
償
額
の
妥
結
を
機
に
具
体
的
方
策

に
つ
い
て
地
元
地
域
と
協
議
検
討
の

結
果
、
全
町
的
施
設
整
備
並
び
に
関

係
地
区
外
対
策
に
約
四
割
、
関
係
地

区
の
対
策
に
約
六
割
の
大
割
配
分
を

協
定
し
、
町
議
会
に
対
し
協
議
了
承

5
7
・
1
1
・
1
5
ダ
ム
発
電
所
の
建
設

に
着
手

甲
9
・
19
俣
野
川
ダ
ム
の
湛
水

を
開
始

－
運
転
開
始
－

59
・
1
2
俣
野
川
ダ
ム
発
電
所

6
1
・
1
0
俣
野
川
発
電
所
（
一
号
機
）

6
2
・
1
0
同

6
9
年
度
以
降

二
言
万
機
）

（
三
、
四
号
機
）

侵掛目発電所建設工事に関する基本同意について

中国電力株式会社の俣野川発電所建設工事
に関し、県知事並びに電気事業法第41条に基
づき、通商産業大臣に対する昭和54年度工事
として工事計画の認可申請については、昭和
55年3月　日部落全体集会（出席著　名）に
おいて再確認いたしました。
つきましては、下記条件をご留意の上、そ
の取扱いに万全の措置を講ぜられたい。

記
1．発電所建設工事の開始は、建設に必要を
用地その他諸条件について円満妥結の後で
なければ着手し得ないものであること。
但し、県道及び作業道等準備工事につい
ては、先行して交渉解決し、妥結の箇所か
ら着工すること。
1．現在交渉が進行中の土地の売買及び土地
に定着する地上物件の補償並びに諸条件に
ついては、町長のあっ旋により事業者と土
地関係者が相互に誠意をもって協議し、早
期解決のため交渉を進めるものとする。

昭和55年3月29日
部落区長
同対策委員会委員長
同地権者協議会会長
江府町長　井上健治殿

俣野川発電所建設工事に関する地元関係地区の基本同意書

中国電力松谷社長に特別感謝状贈呈

中国電力当局におかれては本事業についての地元交渉

をはじめ、建設工事の施工を通じて終始一貫誠実を以っ

てこれに当られ、地域の環境整備をはじめ町の経済発展

のため絶大のご助力を頂いた功労に対し、町は、表彰審

議会の譲を経て、町制30周年記念式典の席上、中国電力

株式会社松谷健一郎社長に対し特別感謝状を贈り敬意を

表しました。

を
得
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
関
係

地
区
に
対
す
る
配
分
処
分
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
ま
し
た
が
結
論
に
至
ら

ず
、
最
終
的
に
町
長
試
案
の
提
示
を

求
め
る
結
果
と
を
り
、
町
長
は
、
各

関
係
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
公
正

を
る
配
分
を
期
す
る
た
め
、
関
係
部

落
に
対
す
る
も
の
の
ほ
か
、
地
区
内
、

地
区
外
対
策
な
ど
も
加
味
し
た
十
数

項
目
に
わ
た
る
要
素
を
取
り
入
れ
た

試
案
を
提
示
し
て
、
関
係
地
区
の
理

解
を
得
て
配
分
を
集
約
、
こ
れ
に
よ

り
町
は
、
昭
和
五
十
五
年
壕
予
算
に

計
上
、
町
議
会
の
承
認
を
得
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
素
配
分
に
従
い
処
分
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
の
協
力
料
を

基
と
し
て
、
発
電
所
建
設
に
か
か
る

関
係
地
区
の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、

全
町
地
域
の
福
祉
増
進
に
役
立
て
る

と
こ
ろ
と
を
り
ま
し
た
。

⑳
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江府町集落経営基金条例

（目的）

第1条この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第241条

の規定に基づき、江府町集落経営基金の設置及び管理に関する事

項を定めることを目的とする。
（設置）

第2条江府町区長の設置条例（昭和28年江府町条例40号）の行政
区画に定める部落（集落）の集会所等の建設、維持管理、部落（集

落）の経営、環境、福祉産業等自治活動の推進と運営に資するた

め、江府町集落経営基金（以下「基金」という。）を設置する。

2前項の行政区画に定める部落（集落）のうち、新町1丁目、新

町2丁目、本町1丁目、本町2丁目、本町3丁目、本町4丁目に

ついては、一括して江尾区として取扱うものとする。

（基金の額）

第3条基金の額は、1億9，300万円とする。
2必要があるときは、予算の定めるところにより、基金の額を増

額することができる。
3前項の規定により増額が行われたときは、基金の額は、増加額

相当額増加するものとする。

（管理）
第4条基金に属する現金は、金融機関への預金、その他の最も確

実かつ、善良なる方法により、これを保管しをければならない。

（運用益金の整理処分）
第5条基金から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、

第2条の運営に資するために毎年度これを整理処分するものとす

る。

（繰替運用）
第6条町長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻し

の方法、期間及び利率を定めて、基金に属する現金を歳計現金に

繰り替えて運用することができる。
（基金の処分）

第7条基金は、その集落において、次の各号のいずれかに該当す

る場合に限り、これの処分を町長に申し出することができる。
町長は、申し出について、事情を調査、確認し処ガを適当と認

めた時は、これを許可することができる。
1経済事情の変動等により、部落経営上財源が著しく欠乏の場

合において、緊急措置を講ずるとき。

2災害又は住民生活上緊急対策の措置事業の財源に充てるとき。

（委任）
第8条この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し、必要を

事項は町長が別に定める。

附則

この条例は公布の日から施行する。

昭和61年10月31日発行－特集号

町
長
は
、
中
国
電
力
か
ら
の
協
力

料
配
分
に
お
い
て
、
集
落
の
経
営
、

環
境
福
祉
、
産
業
な
ど
自
治
活
動
の

推
進
を
期
す
る
た
め
、
協
力
料
の
一

部
を
原
資
と
し
て
基
金
積
立
を
行
い
、

有
効
な
る
運
用
を
期
す
る
こ
と
を
強

調
、
関
係
地
域
並
び
に
議
会
全
員
協

議
会
の
了
承
を
踏
ま
え
、
昭
和
五
十

六
年
三
月
定
例
町
議
会
に
基
金
条
例

案
を
捷
案
し
て
議
会
の
承
認
を
得
、

集
落
経
営
基
金
制
度
を
創
設

自
治
活
動
推
進
に
役
立
て
る

全
集
落
を
対
象
と
し
た
画
期
的
な
集

落
経
営
基
金
制
度
を
創
設
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
概
要
は

一
、
集
落
経
営
基
金
と
し
て
、
町
の

行
政
区
画
に
謹
め
る
部
落
（
集
落
）

の
集
会
所
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、

集
落
の
経
営
、
環
境
、
福
祉
、
産

業
等
集
落
の
自
治
活
動
の
推
進
と

運
営
に
資
す
る
た
め
設
置
す
る
も

の
で
す
。

㊧

㊧二、
二
の
基
金
は
、
町
の
主
管
す
る

基
金
と
し
て
、
原
資
一
億
九
千
三

百
万
円
を
金
融
機
関
へ
預
金
し
、

町
は
確
実
か
つ
善
良
を
方
法
で
こ

れ
を
主
管
し
ま
す
。

三
、
こ
の
基
金
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上

し
て
、
毎
年
度
こ
れ
を
集
落
の
自

治
活
動
の
運
営
に
資
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
交
付
す
る
も

の
で
す
。

四
、
こ
の
運
用
益
金
に
よ
る
交
付
金

は
毎
年
度
町
が
預
金
す
る
金
融
機

関
と
の
契
約
利
率
に
よ
る
収
益
を

以
っ
て
算
出
し
、
交
付
金
を
決
定

し
ま
す
。

五
、
こ
の
交
付
金
は
、
行
政
区
画
に

定
め
る
集
落
経
営
に
資
す
る
交
付

金
で
あ
り
、
個
人
を
対
象
と
す
る

も
の
で
は
を
く
、
集
落
の
共
同
社

会
の
運
営
に
役
立
て
て
い
た
が
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

六
、
町
が
主
管
す
る
金
融
機
関
に
預

金
す
る
基
金
に
つ
い
て
、
集
落
経

営
基
金
交
付
金
算
出
の
基
準
数
値

は
、
総
額
に
お
い
て
戸
当
り
平
均

約
十
五
万
円
を
原
資
と
し
て
算
出

し
た
も
の
で
す
。

七
、
算
出
数
値
及
び
交
付
金
の
額
は

今
後
集
落
の
世
帯
の
増
減
に
よ
っ

て
異
動
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

八
、
二
の
数
値
の
基
金
は
、
末
永
く

永
続
保
管
し
て
、
今
後
年
々
交
付

金
を
生
み
出
す
た
め
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

九
、
も
し
、
将
来
そ
の
集
落
に
お
い

て
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に

限
り
そ
の
処
分
を
町
長
に
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

H
　
経
済
事
情
の
変
動
等
に
よ
り

集
落
経
営
上
財
源
が
著
し
く
欠

乏
の
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
措
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置
を
講
ず
る
と
き
。

口
　
災
害
又
は
住
民
生
活
上
、
緊

急
対
策
の
措
置
事
業
の
財
源
に

充
て
る
と
き
。

町
長
は
、
右
の
申
出
の
あ
っ
た
と

き
は
、
事
情
を
調
査
確
認
し
、
処
分

を
適
当
と
認
め
た
と
き
、
こ
れ
を
許

可
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
を
っ

て
い
ま
す
。

以
上
が
こ
の
条
例
の
概
要
で
す
が
、

こ
の
基
金
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
、

全
町
あ
げ
て
活
気
あ
る
明
る
い
町
づ

く
り
の
推
進
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。

5

7

●

3

俣
野
川
ダ
ム
発
電
所

電
調
審
で
正
式
決
定

府手工

▲集落経営基金の益金交付式

俣野川ダム断面図

H 鼠 等。禁。。 ●．　　　　　　　 若

L W L 218．0m

　 俣野川ダム

○　　　 俣野川ダム発電所設備
じl

俣野川ダム発電所

／

81m
常永 放流管

水圧管緒

、く〉′、γ．・、仇、

31m

l ．‾
l
‥■　　 た．．

　　，0 ．

拷 蓼　 放水位 E L 182・2m

玖 ／ 「、、 ＼T

＼ j L 乙±＿

俣
野
川
発
電
所
建
設
工
事
も
、
関

係
地
区
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
理
解

と
協
力
に
よ
り
順
調
に
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
中
国
電
力
株
式
会
社

で
は
、
現
下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
か

ら
可
能
な
限
り
国
内
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
趣
意
を
以
っ
て
、
昭
和
五

十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
付
松
谷
社

長
か
ら
、
俣
野
川
ダ
ム
の
放
流
水
を

活
用
し
た
ダ
ム
式
発
電
所
（
最
大
出

力
二
、
一
〇
〇
㌍
匝
）
の
建
設
甲
し

入
れ
が
な
さ
れ
、
町
長
は
、
翌
五
十

七
年
一
月
十
四
日
議
会
全
員
協
議
会

を
開
催
、
全
員
一
致
そ
の
了
承
を
得
、

⑳

さ
ら
に
一
月
十
六
日
、
直
接
関
係
の

あ
る
地
元
関
係
地
区
の
代
表
者
会
議

を
開
催
し
て
そ
の
了
承
を
得
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
町
長
は
、
同
年
三
月

十
日
付
知
事
か
ら
意
見
具
申
の
あ
っ

た
電
源
開
発
調
整
審
議
会
へ
の
附
議

に
つ
い
て
、
三
月
十
五
日
付
に
て
回

答
し
、
知
事
を
通
じ
て
そ
の
手
続
き

を
進
め
、
三
月
二
十
六
日
開
催
の
第

八
十
七
回
電
源
開
発
調
整
審
議
会
に

お
い
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
国
の
電

源
開
発
基
本
計
画
の
新
規
組
み
入
れ

を
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
〉

た
。
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鴫

環
境
整
備
事
業
に

十
一
億
五
千
二
百
万
円

電
源
三
法
に
よ
る
交
付
金

昭
和
四
十
九
年
に
、
電
源
開
発
促

進
税
法
、
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別

会
計
法
、
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整

備
法
の
三
つ
の
法
律
か
ら
な
る
い
わ

ゆ
る
電
源
三
法
交
付
金
制
度
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ

ッ
ト
ア
ワ
ー
当
り
三
〇
〇
円
の
電
源

開
発
促
進
税
を
、
国
が
電
気
料
金
を

通
し
て
電
気
の
消
費
者
か
ら
徴
収
し
、

発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
市
町
村
と
そ

の
周
辺
に
対
し
、
公
共
施
設
を
整
備

す
る
た
め
の
交
付
金
と
し
て
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
趣
旨
は
、
発
電
所

の
建
設
に
よ
っ
て
安
達
し
た
電
気
の

供
給
を
受
け
る
利
益
の
一
部
を
、
発

電
所
の
で
き
る
地
元
に
還
元
し
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
向
上
に
役

立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
交
付
金
は
、
発
電
所
の
出
力

に
応
じ
て
算
定
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

本
町
の
場
合
は
、
昭
和
五
十
三
年
度

中
の
電
調
審
へ
の
附
議
並
び
に
昭
和

五
十
四
年
度
中
の
着
工
地
点
と
し
て

の
特
例
措
置
に
よ
り
、
水
力
発
電
施

設
と
し
て
の
交
付
金
の
倍
額
交
付
の

権
利
を
取
得
し
、
総
額
十
一
億
五
千

二
百
万
円
の
交
付
金
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

交
付
期
間
は
、
発
電
所
着
工
の
年

度
か
ら
完
成
後
五
か
年
ま
で
の
間
、

年
度
別
計
画
に
よ
り
承
認
を
受
け
た

事
業
の
実
施
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま

す
。本
町
は
、
全
町
的
施
設
の
ほ
か
、

発
電
所
立
地
周
辺
の
要
素
を
加
味
し

た
事
業
配
分
を
基
調
と
し
て
地
元
周

辺
地
域
の
環
境
整
備
を
主
体
に
、
昭

和
五
十
五
年
度
か
ら
こ
の
交
付
金
と

他
の
国
、
県
の
制
度
を
導
入
活
用
し

て
白
住
運
動
公
園
の
建
設
を
は
じ
め

地
区
集
会
所
の
建
設
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
、
地
区
道
路
の

新
設
改
良
、
消
防
施
設
の
整
備
、
農

林
道
、
水
路
を
ど
農
林
業
基
盤
の
整

備
、
児
童
遊
園
地
及
び
広
場
の
造
成
、

有
線
放
送
施
設
、
テ
レ
ビ
共
同
ア
ン

テ
ナ
の
整
備
を
ど
生
活
環
境
の
整
備

を
は
か
り
地
域
振
興
の
基
盤
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
、
六
十
数
件
に

わ
た
る
事
業
の
計
画
承
認
を
得
て
、

地
元
地
域
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に

順
調
に
事
業
を
進
め
、
昭
和
六
十
一

年
度
を
も
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
事
業

を
完
了
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

電源交付金で

こんな施設が完成

進む地域環境整備

道 路 並 び に 電 気 通 信 施 設　　　　　　　 （単位千円）

不 二
事　 業　 名 事　 業　 量 事 業 費 内電源交付金 年 度

町 道　尾 上　原 線 L ：374 〝Z
W ：3．0 〝才

39，405 38，000 57

武庫地区有線放送施
設

33 戸 2，829 2，779 55

荒田地区有線放送施
設 21 戸 2，924 2，880 56

日ノ詰地区有線放送
施設

33 戸 4，985 4，955 56

新道地区有線放送施
設 40 戸 2，462 2，300 57

▼ ′

I ＿庄コ：ヨ
f ‾
＝
l5

l

l

荒田地区T V 共聴設
備 21 戸 2，564 2，300 56

新道地区T V 共聴設
備

42 戸 5，614 5，100 56

池ノ内地区有線放送
施設 59 戸 5，960 5，900 60

池ノ内地区T V 共聴
設備

61戸 10，294 10，130 60

武庫地区T V 共聴設
備 35 戸 7，436 7，300 61

昭
和
五
十
五
年
度
の
事
業
着
手
か

ら
、
本
年
度
ま
で
に
完
成
並
び
に
計

画
中
の
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

荒
田
地
区
テ
レ
ビ

共
聴
設
備

Soumu
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（単 位 千 円）

ス ポ ー ツ レ ク リ ェ ー

シ ョ ン に 関 す る 施 設

事　 業　 名 事　 兼　 皇 事 美 費 内電源交 付金 年 度

町 民総 合 運 動 場 造成

及 び付 帯 設 備

造 成 2 1，63 8 ノガ

観 覧 席 1 13 〝7

フ ェ ンス 34 6 〝2
バ ッ クネ ッ ト 2 基
グ ラ ン ド舗装

5 5 、 5 6年 度 継 続

1 6 7，2 3 0 13 9 ，4 00 5 5 一一5 6

町 民 総合 体 育 館 新築 鉄 筋 2 階 4，17 1 ．5 3 扉

5 6～ 57年 度 継 続
68 3，0 ∝） 24 1，0 0 0 5 6 、 57

運 動 公 園 給 水 施 設
水 源 確保 日／ 4 0 0 〝グ

ポ ンプ室 等 2 0 〝タ
2 5，7 8 7 2 5 ，0 0 0 60

町 民 総 合運 動 場 付 属

施設
平 屋 2 枚　 7 0 ．5 1〝ヂ 7，9 9 3 7 ，60 0 6 1

晩 還 許 二．・■　 昔 二 ・二＿－▼‾1・、譲 二　 一′．‥二一一・品 二
i夏 一・1こ

神ご　■ 　 ＿◆l・
‘L ■▲：一一・一

ー■ ‾・、長　 け■1－㍍▲、

・．‾∴∵ －■霊 威 学 芸 ・一㌔慧 二・・琴 ・l渾 警 『 ぎ†慧 ■ノ甲 羅 野 ・二軍 ごて隼 箪 畢

・！こ　　■　　電野， ・；J l　　　　 l　 一　　　　　　　 電■糟　　　　 ．－ i ∵ト　T

■　　　 ．坤
“′ げ∫ ■－ヤ中一 ヤー　　　　 ここt F鴨‾‾¶‾■′　　ご－J‾ぐ 〔t t ス　　　　 ッ 　　 ‾∵彗

軒 ■1 十 ，∴言 ■L】二二二1▲二
11

－ ‾　■ヽL▼1■■■

■HrJ L＿■
■ご●・く 一 ■▲ヽい‾ノー一一、一ヽ■　‾こナJ　こ．－▲＿、

：≧′

・・一十 一 ∴∴ 二予 ．二 一㍍ ∴ ■禁 等 ・電 欝 一声テ’－ニこ 壱 二・

－‾小　　　　　　　　　　　　　 節旅 1■一轟々一　 一 ■＿」■■ ゝ‾

′・㌧∵ ≡‾　　 了 ご 嵐 こ こ転 ∈≡ ヨ r 幸 二卓誓 野 ≦蒜＿∴ 、 、 二も ’ ＿

▲スポーツ公園

消 防 に 関 す る 施 設 並 び に 国 土 保 全 施 設　　 （単位千 円）

事　 美　 名 事　 業　 量 事 農 費 内電源交付金 年 度
＼　　 ト

、＿ 二－－－－

　’鼻

「

一旦 地 区防 火 水槽 40 7ガ級有蓋　 1 基 4 ，60 1 1，958 57

新道地 区急傾斜地崩

壊防止工事
L ：12 9．2 〝7 12 ，908 12，400 56

新道 地 区 防火 水槽 40 材級有蓋　 1 基 5 ，702 2，300 60

一，■

ア 雪 ギ　 ‾　 ■r’

尾上原地区防火水槽
40 材 級有蓋　 1 基

4，982 3，170 60ポ ンプ格納庫 18 7ガ ∴二∴十二1＿＿ゝ －　J
及びポンプ格納庫 用地取得　　 60 〝ヂ ▲ 尾上原 地区消 防ポ ンプ格納庫

池 ノ内地区防火水槽
40 〝タ級有蓋 2 基

用地取得 10 0 〝ヂ

7，235

（3，312 ）60

（3，923 ）6 1

5，3 70

（1，540 ）租

（3，8 30 ）61
60 、6 1 ニ㌻∠　 彗 ヂ、

さ‘■ 】■ご

■ 『 疇 卵 、．型 ＿皇王 三三 ‡ここヨ

事　 業　 名 事　 業　 量 事 業 費 内電源交付金 年 度

池　 ノ　 内　排　 水 路 L ：310．5 〝才 7，408 7，1（氾 58

新　 道　 排　 水　 路
L ：138 ．9 ／乃

W ：0．5 〝g
8，0 83 4，220 58

▲池ノ内地区防火水禰

Soumu
四角形

Soumu
四角形



教育文化施設
（多目的研修集会施設）

江　　府　　町　　報

▲日ノ語集会所

（単位千円）

事　 業　 名 事　 業　 量 事 業 費 内 電 源 交 付 金 年 度

深　 山　 口　 集　 会 所 木 造 2 階 10 3 ．8 8 〝ヂ 1 5 ，10 0 8 ，18 9 5 5

日　 ノ　 詰　 集　 会 所 鉄 骨 2 階 18 3 ．8 8 〝ヂ 2 5 ，09 9 1 4 ，0 8 6 5 5

尾 上 原 集　 会 所 鉄 骨 2 階 2 4 8 ．3 1 〝ヂ 3 7 ，66 2 2 2 ，7 3 5 5 5

池　 ノ　 内　 集 会 所 鉄 筋 2 階 3 8 0 ．6 2 〝ヂ 7 0 ，6 3 4 7 0 ，2 8 3 5 6

佐　 川　 集　 会　 所 鉄 骨 平 屋 17 0 ．1 3 〝グ 1 9 ，8 9 3 8 ，00 0 5 6

武　 庫　 集　 会　 所 鉄 骨 平 屋 2 1 1 ．9 0 〝ヂ 4 0 ，4 4 4 1 5 ，0 6 9 5 7

新　 道　 集　 会　 所 鉄 骨 2 階 2 0 7 ．2 2 〝ヂ 3 1 ，2 3 1 1 5 ，3 7 0 5 7

半　 ノ　 上 集 会 所 木 造 平 屋 1 0 7 ．05 〝ヂ 12 ，9 4 0 1 0 ，9 1 0 5 7

一　 旦　 集　 会　 所
建 築 1 6 4 ．0 8 ′ガ

造 成　 29 7 〝ヂ
2 8 ，0 1 1 1 4 ，6 3 0 5 8

荒　 田　 集　 会　 所 建 築 20 2 ．0 5 ′げ

造 成　 3 2 8 ′げ
3 3 ，3 5 3 1 7 ，17 0 5 8

下 安 井 集 会 所 鉄 骨 平 屋 1 6 3 2 椚 2 2 9 ，3 6 0 1 5 ，5 5 7 5 9

洲 河 崎　 集 会 所
鉄 骨 平 屋

建 築 19 8 ．3 8 〝ヂ 4 3 ，8 7 1 2 5 ，6 9 4 5 9

▲一旦集会所
▲新道集会所

昭和61年10月31日発行－特集号

▲池ノ内集会所

▲下安井集会所

▲洲河崎集会所

▲半ノ上集会所

▲武庫集会所

▲荒田集会所

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報

社会福祉施設

昭和61年10月31日発行－（1g）

（単位千円）

（単位千円）

事　 業　 名 事　 業　 量 事 業 費 内 電 源 交 付 金 年 度

1　　　■

l　 ＿J■■
巨

丁ナ
・i，，，和

尾 上 原 資 材 保 管 施 設 鉄 骨 平 屋 1 2 0 〝グ 15 ，5 4 4 1 0 ，0 8 0 5 6

レ＿・．　 ′細 ！
“
日 ノ 詰 資 材 保 管 施 設 鉄 骨 平 屋 3 5 〝か 2 棟 7 ，3 5 6 3 ，7 0 2 5 6

‥ヽ‘㌧メゾ ！ 一一圭

J r・一

◆．‘

† 池 ノ 内 資 材 保 管 施 設 鉄 骨 平 屋 18 5 2 5 〝ヂ 1 3 ，2 9 2 8 ，2 9 5 5 6

ーi ．ヽ 深

工

山 口 林 産 物 処 理 加

施 設
鉄 骨 平 屋 3 9 ．0 1 〝ヂ 5 ，32 5 1 ，4 1 1 5 6ーガ【・∵曾

∴ ォセ ロヒF

蒜 壷

▲深山口林産物処理加工施設

（単位千円）

事　 業　 名 事　 業　 量 事 業 費 内 電 源 交 付 金 年 度

∴ 盛 封

＞，八 一

十

軋 ㍑ ・．二ノ ・二

法 二 起 工 ∴ 讃

尾 上 原 水 路 改 修 L ： 1 9 0 〝才 3 ，2 7 4 2 ，7 4 4 5 7

池 ノ 内 水 路 改 修 L ： 16 8 ．15 〝7 9 ，23 7 9 ，14 9 5 5

洲 河 崎 水 路 改 修 L ： 7 8 7 〝2 2 5 ．36 4 7 ，50 0 6 0

一　 旦　 水 路　 改 修 L ： 2 （氾 朋 2 ，9 4 3 2 ，∝）0 5 9

武 庫 水 路　 改 修 L ： 5 3 0 ．9 〝2 5 ，8 0 8 5 ，59 0 5 9

諺 ：」

h■．． ▼■・一 ・ヽ ノー ．＿∴叫、 ！ 虹 誓

履 ．一二
■一丁ナ■捜 士

・‘’′ 1 －∴ ⊥r・， ′－▼＿、
・寄■．r‾二二・ナ　　　　　 譲ケ ■iこノ■

靂 撃 ． ‾遅毎 空き ＿．．ぢ ▲－W＿（ナ∴ そ◆一書

↓
洲
河
崎
水
路
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四角形
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江　　府　　町　　報　　　　昭和61年10月31日発行－特集号

■∴ ■晋
・・∴三芸 ＿華 鴇 圭▲
r 二
　 二 も小一F・・ （単 位 千 円）

・一・・．㌦‥・ナウ・′ざ・

サー．・

‾′／‘．

r・ヤ r一一◆Lq
抜、 一一

事　 業　 名 事　 業　 量 事 業 費 内電 源交付金 年 度

林 道 北 谷 線 舗 装 L ：1，690 〝Z

W ：3 ．0 ／乃
30，926 3 0 ，852 5 6

　 潔 竺ヂ 町 －

．′＿ター：ヽr ＿一・一・

林 道 カ ヅ チ 繰 舗 装
L ：600 ／乃

W ：3．0 〝2
8，299 6，350 56

鞋 撃琴二㌢

十 十

【

▲ 林 道

．山～小■　　 ・・－、

キ ジ 高 谷 本 線 （武 庫 地 内 ）

林 道 宮 ノ谷 線 改良 舗

装

L ：563 〝g

W ：3．0 〝プ
11，365 6，780 5 6

林 道 寺 谷 線 舗 装
L ：750 ／乃

W ：3 ．0 〝7
6，727 5，050 5 7

芸ご　　　　　　　　　　　　　 ヤ∴’

㌢ ＿・

J七・．

一

・‘i 無∫一二■～
「∴ 三野 ・．二 ．さ′，

林道 ヒキ ジ高 谷本 線

新 設

L ：563 ／乃

W ：3 ．0 ／〝
11，365 6 ，780 5 6

　 ■＼｛‘二

・∫ノ！ 1・．炉
、・＿∵甲 ‾んI■・、
革グ

lf：r・∫二二二r二・、■1
．．。．．．爪 ．． 、き三・子、聖’・ご∫二

■J
ir、ご′

林 道 武庫 ヒキ ジ繰新

設

L ：840 ／〝

W ：3 ．0 〝g

用 地取 得 8，000 〝ヂ

63，782 22 ，980 6 0、6 1

林 道 大 空足 谷 線 新 設

舗 装

L 二1，303 〝7

W ：3．0 〝Z
56，689 5 5，772 59

林 道 塚 原 奥野 呂繰 新

設

L ：540 ／〝

W ：3．0 ／乃
16，039 15，770 6 1

▲林道寺谷線（下安井地内）

（単位千円）

事　 業　 名 事　 業　 量 事 業 費 内 電 源 交 付 金 年 度

農 道 金 山 線 改 良
L ： 5 2 0 ．0 ／乃

W ： 3 ．0 〝2
2 5 ，2 4 8 1 2 ，9 0 7 5 6 ■毎耕 千 二 蔽 r三・

r・・・ 一・さ 日 日∴ ∴ 、． ・ ．・．一 ．1

嘲 れ

了 首農 道 金 山 線 舗 装
L ： 5 2 0 〝2

W ： 3 ．0 ／刀
4 ，7 3 8 3 ，4 9 0 5 7

農 道 五 明 線 舗 装
し こ 50 2 ／乃

W ： 3 ．0 ／乃
5 ，4 5 3 5 ，3 5 0 5 7

．し′．、．側 嬢 ．∴ ‾‾‾‾「 ‾・√ ▼ 山　　一＿．・！下■■■

農 道 飯 の 山 線 舗 装
L ： 34 5 ／〝

W ： 3 ．0 ／花
3 ，39 5 3 ，3 0 0 5 7

農 道 五 王 山 緑 改 良 舗

装

L ： 2 0 0 〝g

W ： 3 ．0 ／〝
12 ，9 8 4 1 1 ，3 19 5 7

車 ．　 一句l二T・　　二死‾

すご・ 、二漣 － ト■

農 道 沢 田 線 舗 装 L ： 6 1 1 ．5 〝Z 6 ，63 2 6 ，2 8 5 8

　　　　 L
lT ぜ
　　　 l

農 道 ヒ ナ 山 ク マ ノ 線

改 良 舗 装

L ： 53 0 ．5 ／乃

W ： 3 ．0 〝7
2 2 ，34 3 1 8 ，8 0 0 5 7 一一 5 8

▲ 農 道 五 明 線 （池 ノ 内 地 内 ）

rrt l ’ご篇r ■1．一’一 ■ 、イ‾■▼‾▼

農 道 久 遠 線 新 設
L ： 44 3 ．4 〝Z

W ： 3 ．0 ／乃
2 2 ，0 4 6 7 ，4 00 5 6

農 道 塚 原 線 舗 装
L ： 5 6 4 ．0 ／乃

W ： 3 ．0 ／乃
7 ，9 8 3 5 ，6 49 5 6

■ 趨 戚 通 過 －　 ‾一灯　 、一

l I 1 『 1 1

農 道 武 庫 繰 新 設 舗 装
L ：3 4 8 〝g W ：3 ．0 〝Z

用 地 取 得 1 ，7 0 0 〝ヂ
2 1 ，3 3 9 2 0 ，9 0 0 6 0 こ■二、、「忘 ■一議 ‾｝■一恵 1 ゝ・ 1ゝ

鞍 1・・ 輔 に

ミi

　 モ七㌧膏

‘ 諏 ■ ” ∴ 連 覇 毒

I≠テ濠

農 道 長 通 し 緑 舗 装 L ： 5 5 2 〝Z

W ： 3 ．0 ／乃
6 ，0 3 2 5 ，7 00 6 0

rlヽ

農 道 田 代 線 舗 装 L ： 2 8 7 〝Z

W ： 2 ．8 〝2
2 ，5 0 4 2 ，4 7 0 6 1

農 道 官 ノ 後 線 舗 装
L ： 36 0 〝7

W ： 2 ．2 〝2
3 ，0 渕 3 ，0 0 0 6 1

▲ 農 道 武 庫 線
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江　　府　　町　　報　－昭和61年10月31日発行－（20）

発電所 名
水 系 名
（河川 名）

県　　 名
発電所所在
市町村名

猿人出 力
（kw ）

運転 開始
電気事業春名 備　　 考　 I

（子定）年H

新高瀬川
信 濃 川

（広瀬川）
長 野 県 大 町　 市 1，280．000

日用囲．’6

・3 ・4号機
（56 ・7 ）

東京電 力 混 合揚 水

大 河 内
市 ▲
（鋸 兵 庫　 県 大河内町 1，280 ，000 （計画中） 関西増 力 純 揚　 水

奥多々良
市　 川
（‰ 識 ） 兵 庫 県 糾　 来 町 1，212，000

50 ・6

（発電機4 チi）
関 西電 力 純 揚　 水

奥 吉 野 奈 良　 県 †・津川村 1．206 ．000
55 ・5

（発電機6fi
ケ

玉　　 原
利 根 川

（先知川）
群 馬　 県 水 l：町 1．200 ．（氾0

l ・2 汚職
（57 ．7 ）
3 ・4 けl饗
（58 ．6 ）

東京竃 力

扶 野 川
H 野川他 日
（矧 t） 鳥 取 県 江 府 町 1．200 ．皿）

Ⅰ；‡織61．10
2結構昭．10
3 ●亀長尾

中「玉】電 力

析 豊 根
天 笹 川

（大人川）
愛 知 県 豊 根　 村 1．125 ．0（氾

48．10

傑電機5台）
電源 開発 混 合拗 水

今　　 市
利 根 川

（砥 川）
栃　 木 県 今　 市　 市 1，050 ，（伽

l ・2 ；；・職
（59． 6 ）
3 ・4 り機
（61． 6 ）

東京電 力 純 揚　 水

奥 消 津
信 濃 川

（泊i針目）
新 潟 県 湯　 沢 町 1．00 0 ．000

53． 7

（発礁機4台
電源 閲党

下　　 郷
阿賀野川

（小野川）
福 島 県 F 郷 町 1．00 0 ，（淵）

（58， 7 ）
ケ ク

奥 美 濃
誠 谷：：i

岐 阜 県 根 尾　 村 1，（拇0 ．（鼎）

1 ・2 号†幾
（60 ．7 ）
3 ・4 り・職
（61 ．7 ）

中部電力

全国揚水発電所一覧

全回の水力発電のうち，揚水式で，既設及び

建設中のもの並びに計画中のもので，出力が100

万kw以仁の発電地．・∴ミ

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


